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京都府中小企業団体中央会

大丈夫　あなたをいつも　みているよ　勇気をもって前へ進もう。
京都人権啓発推進会議／京都府中小企業団体中央会

京都府中小企業団体中央会
第56回通常総会を開催
　本会では、去る6月29日（水）、リーガロイヤルホテル京都におい
て第56回通常総会を開催、山田啓二京都府知事や門川大作京都市長
をはじめ、行政・関係機関ご来賓、組合関係者等約350名が出席した。
　総会に先立ち開催した特別講演会では、東日本大震災で被災された宮城県仙台市若林区の仙台印刷工業団地協同組合代表
理事の針生英一氏を講師に招き、「東日本大震災 被災地の実態と復興への取り組み」と題した講演を拝聴した。
　講演では、東日本大震災での被災状況を説明され、「国・県・市町村がそれぞれに復興計画を進めているが、現地の住民
の意見を反映させながら復興計画を進めていかなければならない。行政セクター、企業セクター、市民セクターの3つのセ
クターが力を合わせながら復興に取り組むことが必要である。」と述べられた。また、復興に向けて、地域に継続的に投資
する仕組み『地域創造基金みやぎ』の設立、地域全体が元気になるソーシャルビジネスの取り組みが紹介され、「経済を回
していかないと復興はない。イベント等が中止となっているが、どうぞ普通に実施してほしい。被災地で元気に頑張ってい
る企業やお店もあるので、消費を通じて被災地を応援してほしい。」と述べられた。
　通常総会では、平成22年度事業報告・収支決算承認、直面する緊急課題への対応や中小企業の振興に向けた平成23年度
事業計画や収支予算など6議案が可決決定された。
　平成23年度事業計画では、不況や震災の影響を乗り越える経営対策の推進と震災からの復興に向けた取組への支援をは
じめ、中央会の特性を生かした中小企業及び連携組織に対する支援強化、地域資源活用とブランド対策の強化、CSRの取
組促進や環境問題への対応及び人材育成対策の強化等、社会情勢の変化に対応した多様な事業展開に取り組むことなどを決
定した。また、渡邉隆夫会長より緊急決議を提案、安藤源行副会長より緊急決議案を説明し、被災地の復旧・復興と地域産
業の再生支援に全力で取り組むことを決議した。

緊 急 決 議
　3月11日に発生した東日本大震災は、想像を絶する津波の襲来と相まって、東日本の太平洋沿
岸を中心に広範囲にわたって甚大な被害をもたらし、我々の仲間である多くの中小企業者の事業基
盤や生活基盤をも破壊した。さらに、原子力発電所の事故は未だ収束の見通しが立たず、周辺地域
では復旧・復興への足がかりすらつかめないなど、地域経済に壊滅的な影響を及ぼしている。
　亡くなられた皆様に深く哀悼の意を表するとともに、被災された皆様並びに関係の方々に対して、
心よりお見舞い申し上げ、併せて、救援活動や復旧支援に取り組まれている全ての人々に、敬意を
表し感謝申し上げる。
　リーマンショックの傷が癒えない中で、今回の震災の影響は京都も含め日本全域に及んでおり、
中小企業はもとより日本経済全体の冷え込みの長期化が懸念される状況となっている。この国難と
もいうべき事態を克服していくためにも、被災地の一日も早い復旧・復興が何よりも大切であり、
国の総力を挙げて取り組んでいかなければならない。
　京都府中小企業団体中央会は、地域の人々の生活とも深く関わり、地域経済を支える重要な役割
を果たしている中小企業者の組織として、全国の仲間との連携を一層強化し、被災地の復旧・復興
と地域産業の再生支援に全力で取り組んでいくことを確認し、ここに決議する。
　頑張ろう　日本!
 平成23年6月29日
 京都府中小企業団体中央会

開会挨拶：渡邉会長

消費で被災地支援：東北のお酒で乾杯 !
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平成24年度 助成事全国中小企業青年中央会の通常総会を京都で開催
　各都道府県の青年中央会で組織する全国中小企業青年中央会（会
長堀井 聖介：全京都建設協同組合　JIC）は、６月17日（金）に
京都市内で本年度の通常総会、代表者会議を開催、また、京都青
年中央会（会長 内藤　孝康：社団法人京都府宅地建物取引業協会 
青年委員会）が懇親会の企画・運営を実施、全国47都道府県から
総勢400人が京都に集った。
　当日は、全国47都道府県の青年中央会の会長等が一堂に会し、
平成22年度の事業報告及び収支決算を承認するとともに、平成
23年度の事業計画及び収支予算を決定、引き続き開催した全国代
表者会議では、東日本大震災の被災地県の青年中央会から地震等
による被災の現状や復興に向けた熱い思いが報告されるとともに、
各都道府県からの激励や青年中央会のネットワークを活用した継
続した支援の取り組みの必要性が確認された。
　懇親会では、「kyo-en 都にいきづくおもてなし」をテーマに京都青年中央会が中心となり展開、被災地支援のチャリ
ティーオークションでは高額落札に会場も賑わい、また各種アトラクションが懇親会を盛り上げた。
　また、京都府中小企業女性中央会の協力によりお抹茶の点て出しが振舞われ、来場者は京都の温かいおもてなしにほっ
と一息ついていた。

高額落札に賑わいだチャリティーオークション活発な意見交換が行われた代表者会議 懇親会での本会 渡邉会長挨拶

組合永年勤続優良職員表彰受賞者のみなさま

このたびの受賞、
おめでとうございます

 （順不同・敬称略）

被表彰者氏名 組　　合　　名

山 田 孝 清 京都府管工事工業協同組合

赤 壁　  恵 京都府自動車整備商工組合

全国中小企業青年中央会　会長　堀井　聖介（所属：全京都建設協同組合　JIC）
　全京都建設協同組合JICより出向しております全青中会長　堀井　聖介です。この度、全国総会京都開催に際し京都
府中央会の渡邉会長はじめ関係各位の皆様には多大なるご尽力を賜り感謝申し上げます。本総会では、今後の有事対応、
ICTについて協議し、「次世代に繋がる青年中央会」を目指し精進して参ります。今後も次世代を担う青年中央会にご
尽力賜ります様宜しくお願い申し上げます。

京都青年中央会　会長　内藤　孝康（所属：社団法人京都府宅地建物取引業協会　青年委員会）
　全国から来られた会員の皆様に京都らしい、おもてなしをさせていただけたのではと思っております。また、京都か
ら「元気」と「勇気」を発信できるよう、岡野実行委員長を筆頭に手作りで取組み、これを機に実行委員のメンバーも
成長させていただきました。渡邉会長をはじめとする親会の皆様と伊庭会長の女性中央会の皆様にも多大なるご協力を
賜り、誠にありがとうございました。今後とも何卒宜しくお願い申し上げます。

全国総会懇親会　実行委員長　岡野　恵美（所属：協同組合日新電機協力会　青年経営研究会）
　全国の会員の皆様に京都を感じていただきたいという思いで、「kyo-en」ー都にいきづくおもてなしーと題し約1年間
に渡り、理事全員で取組みました。また、被災地に出来る事をという思いから「協援オークション・物産展」を行い皆
様にご協力いただきました。京都青年中央会らしい懇親会の内容になりました。最後に、京都府中小企業団体中央会様、
京都府中小企業女性中央会様に多大なるご尽力をいただき誠にありがとうございました。
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特集Ⅱ

　地域資源でもある伝承料理を後世に伝えていくことで地域
の活性化を目指す。熟年層グループによる起業と継続的な事
業への転換を図り、生き甲斐の場としている。

　 背景と目的  
　地域に伝わる伝承料理を通じ、過疎高齢化が進む勝山市北
谷町の活性化を目指し、地元の60、70代の熟年層を中心とし
たまちづくりグループを結成。伝承料理の講習会や試食会を
通して地元市民との交流を図るなどPR活動を実施してきたが、
年々生産・販売量が増えつつある中、加工食品の製造上、製
造者責任の点等から法人化を検討した。福井県中央会の指導
の下、勝山市や奥越農林総合事務所の協力により加工所を建
設するなど、企業組合の設立に至った。

　 事業・活動の内容  
　本組合では、伝承料理「鯖の熟れ鮨し（鯖の腹に酢飯を詰
込み漬け込んだ料理）」の製造・販売を行っている。鯖の熟れ
鮨しは勝山市の冬の家庭料理としても知られ、製造期間は冷え
込み始める11月から3月頃までとなっており、組合員の勤務日
数は年間約30日（出勤時間は1日平均約5時間）であるが、売

上は3,000千円を超えている。地元で毎年開催されるイベント
への出品が主であり、イベントにて購入したリピーターなどが
中心となっている。製造工程においてローテーション制等の出
勤体制をとり、組合員それぞれに役割・責任の分担を図ってい
る。活動当初は製造する者によって味付けなどに違いがあった
が、「県（村）の達人」として伝統料理の伝承者に認定されて
いる組合員を中心に味の統一化を図っている。

　 成　果  
　組合の設立以前より継続して地元イベントへの参加・出
品を行ってきたことで、リピーターも増え、行列ができ完
売することが殆どである。継続したPR活動の結果、地元
マスコミからも取り上げられ、「鯖の熟れ鮨し」は勝山市
北谷町の伝承料理として広く周知されることになった。平
成22年4月には商標登録を受け、対外的にも地域資源活用
した「北谷ブランド」を確立できたことで、組合内部にお
いても組合員個々に事業参加への責任「北谷ブランド」の
生産者として新たなモチベーションへとつながっている。
　今後も製造・販売だけでなく、伝承料理を通じた啓蒙活
動などにより地域活性化を図り、「北谷ブランド」の全国
的な発展を目指していく。

No.49

　共同事業等に先進的に取り組んでいる組合事例
をご紹介するこのコーナー。今回は、伝承料理を
通じて地域経済の活性化を目指している組合の事
例です。

宇治茶・リーフ消費拡大策を国内外で多様に展開
企業組合鯖の熟れ鮨し加工グループ（福井県勝山市）

伝承料理を後世へ　～地域資源のブランド化と伝承～

【組合DATA】
　企業組合鯖の熟れ鮨し加工グループ
　〒911-0004　�福井県勝山市北谷町北六呂師14字�

6号3番地
　☎�080-1968-6931　　FAX�0779-83-1085

加工所での製造風景 鯖の熟れ鮨し（商品）

「毎月勤労統計調査」にご協力をお願いします !!

種  　類 常用労働者数 調 査 期 間 予備調査 本調査開始時期

第一種調査 30 人以上 37 カ月間 毎　月
平成 23 年 7 月

平成 24 年 1 月ハガキによる
郵送調査

第二種調査 5 ～ 29 人 18 カ月間 毎　月
毎年 1 月、8 月

毎年 7 月、1 月
（予備調査の 6 カ月後）統計調査員による

訪問調査
特別調査 1 ～ 4 人 1 カ月間 毎年７月 - 毎年７月

お問合せ先：京都府政策企画部 調査統計課 社会統計担当
（☎ 075-414-4490）

　この調査は、常用労働者の雇用、労働時間及び賃金の毎月の変動を明らかにすることを目的として実施しています。
　調査結果は、月例経済報告、各種審議会の資料、雇用保険手当の改定等、労働経済関係の資料となる極めて重要な調査です。
　この調査は、抽出調査となっています。調査対象に指定された場合は、ぜひご協力をお願いします。
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紙は仏教とともに日本に伝わり、その技術は全国に広ま
りました。都が奈良から京都へ移るとともに、京都には官
制の紙漉き場が設けられました。黒谷は、現在京都に残る
数少ない紙郷ですが、平家の落武者が子孫へ残す仕事とし
て細々と始めたものと伝えられています。それが江戸時代
には数々の奨励策もとられて大きく発展していきました。
京都が近いということもあって、京呉服に関連した値札、
渋紙、襖紙などで知られるようになり、他にも傘紙や障子
紙なども数多く生産していました。その後、土佐の紙漉き
の技術も加え、楮（こうぞ）、三椏（みつまた）、雁皮（が
んび）などの大判紙や厚紙などもこなせるようになり、多
様化しました。

明治以後、とりわけ第二次大戦後、洋紙の影響により和
紙の需要は少なくなり、さらには技術者不足もあって、各
産地では手漉きから機械漉きへの転換が進みましたが、黒
谷では伝統的な手漉きの技法を守り続け、今では全国でも
数少ない純粋手漉き和紙産地のひとつとして、貴重な存在
となっています。その用途も、産地と研究者の努力により、
一段とバラエティー豊かなものとなり、さらには紙衣や紙
布の伝統を生かして座布団や絨毯まで製作されています。

丹波・丹後地方は、古くから良質の楮を産することで知
られましたが、それは黒谷川の清流とも相まって、紙作り
には大変適していました。自然を生かし、自然のままに作

《福田　清�理事長よりひとこと》

　黒谷和紙は、田畑も何もない小さな村の中で、その村に

住む人たちだけで築いてきた伝統産業です。多くの和紙産

地が機械化に移行する中で、黒谷では手漉きの技術を継承

し、厳しいながらも原点に近いものを守り続けています。

これまで村の人たちだけで技術を継承してきましたが、職

人の高齢化や後継者不足が課題となっており、後継者育成

事業を活用し、技術の継承に取り組む中、技術を学ばれた

方が移住してこられ、若い方も増えました。

　黒谷和紙の魅力を多くの方々に伝えるため、組合では、

和紙を使用した工芸品づくりに取り組むとともに、昨年は

青年会や地域自治会との連携のもと「黒谷和紙ともみじ祭

り」を開催、今年の秋にも開催を予定しています。また、

綾部市では、伝統産業である黒谷和紙の技術に子供たちが

触れることを目的に、全小学校において子供たちが自分た

ちの手で漉いた和紙を卒業証書にさ

れています。

　伝統文化を守る精神を養うことは

難しいものです。伝統文化と伝統産

業が一緒になって守っていかなけれ

ばならないと感じています。

【組合DATA】
　黒谷和紙協同組合
　〒623-0108　京都府綾部市黒谷町東谷３番地の１
　☎�0773-44-0213　　Fax�0773-44-0213

永い伝統と人々のたゆまぬ努力により育まれ優れた「京の
伝統工芸」をご紹介するこのコーナー。

今回は、伝統的な古法の手漉きを守り続けている『黒谷和
紙』です。

No.
22 黒

く ろ た に わ し

谷和紙京
ほんまもん

の

（京都府知事指定伝統的工芸品・京都府指定無形文化財）

られ始めた黒谷の和紙は、今すべてに機械化が進む世の中
で、変わらず昔の姿を残しています。

紙漉き 黒谷和紙でつくられた工芸品

平成23年　夏の交通事故防止府民運動 京都府交通対策協議会

～ 古都の夏　お先にどうぞ　待つゆとり ～
実 施 期 間 平成23年 7月21日㈭～8月20日㈯

運 動 重 点

●子どもと高齢者の交通事故防止
●自転車の安全な利用の促進
●飲酒運転の根絶
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「ものづくり中小企業製品開発等支援事業」成果報告会・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものづくり支援施策説明会を開催

　去る6月7日（火）、ホテルルビノ京都堀川において、「ものづくり中小企業製品開発等支援事業」成果報告会及びものづ
くり支援施策説明会を開催した。
　「ものづくり中小企業製品開発等支援補助金（試作開発等支援事業、製品実証等支援事業）」は、平成21年度に国の補正
予算成立を受け、ものづくり中小企業者の技術力向上を図ることで国際競争力を強化することを目的に実施され、京都府内
では、試作開発等支援事業43件、製品実証等支援事業19件が採択された。
　成果報告会では、生田産機工業株式会社の「他方式のエコ発電システムと連携接続できるハイブリッド型風力発電機（目
的）の試作開発のため、動力伝達技術と電子部品・デバイスの実装技術と組込みソフトウェア技術を融合し、発電蓄電制御
技術も高度化開発」、尾池工業株式会社の「有機ＥＬディスプレイ用ガスバリアフィルム開発」、べノック株式会社の「樹脂
成形における強耐食性金型の試作開発」、サカモト有限会社の「医療用ニーブレース(膝装具)の試作開発」、アクアフェアリー
株式会社の「携帯電子機器用燃料電池の試作開発」と、5社から同事業への取り組みの経緯や成果が報告された。
　続いて、ものづくり支援施策説明会を開催、近畿経済産業局、独立行政法人中小企業基盤整備機構近畿支部、京都府、京
都市から、ものづくり支援に携わる担当者を招き、サポインや新連携、地域資源、また、設備投資支援事業等、各機関のも
のづくり中小企業に対する支援施策について説明を受けた。
　施策説明会終了後、交流会を開催。限られた時間であったが、本会第2分科会（機械・金属・化学関連）所属組合・組合
員企業及びものづくり中小企業製品開発等支援事業に取り組まれた企業により、企業間の情報交換や意見交換が活発に行わ
れ、中小企業者の連携を強めるものとなった。

中央会NEWS中央会NEWS

成果報告会 交流会

耳より情報

　〈お問合せ先〉　京都府中小企業団体中央会　企画調整課　☎�075-314-7131　　FAX�075-314-7130

　本会では、イノベーションに取り組む府内中小企業者等の設備投資を応援するための「京都企業設備投資支援事業」、イ
ノベーションに取り組む製造業または情報通信業のみなさま（これから製造業、情報通信業に進出する企業を含む。）の設
備投資を応援するための「地域ものづくり企業設備投資支援事業」の申請に関するご相談及び申請を受け付けています。
　詳しくは、下記ＨＰをご覧下さい。
■京都企業設備投資支援事業
　URL　http://www.pref.kyoto.jp/sangyo-sien/1306714222633.html　（京都府）
　公募期間：平成23年6月1日㈬～7月29日㈮
■地域ものづくり企業設備投資支援事業
　URL　http://www.chuokai-kyoto.or.jp/news/information/2011/06/post-91.html　
　（本会）　公募期間：平成23年6月1日㈬～7月29日㈮

　 ※ホームページの閲覧が困難な場合は、お気軽に本会までお問合せ下さい。
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地域の中小企業による地域の強みとなりうる産地の技術、
農林水産物、観光資源等の地域資源を活用した新商品・新
サービスの開発等への取り組みをサポートします。

地域経済の基盤である農林漁業者と中小企業者がお互いの
強みを持ち寄り、共同で新たな商品・サービスの開発・販
売等を行う取り組みをサポートします。

「やる気」「技術」「アイディア」に優れた複数の中小企業
が自社の「強み」を持ち寄り、新商品・新サービスの開発
等を行う取り組みをサポートします。

地域資源を活かした取り組みや、中小企業者と農林漁業者の連携、異分野の中小企業の連携をバックアップ。

新事業創出支援　地域資源・農商工連携・新連携

　以下に国による法律認定を受け、新たな需要開拓・事業化達成・研究開発を行う取り組
みについて紹介します。

中小企業と地域振興を
もっとサポート　　中小機構　近畿
中小企業と近畿の活力に・・・
　中小企業基盤整備機構（略称：中小機構）は、国（経済産業省、中小企
業庁）の中小企業施策の総合的な実施機関として、地域の中小企業を元気
にし地域経済を豊かにすることを使命としています。
　私たち近畿支部では、２府４県（滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌
山）を対象エリアに、中小企業や地域社会が抱える課題の解決に向けて、
きめ細かな支援活動を展開しています。

全国９か所の支部、大学校を拠点として、
「身近で、迅速、的確なサポート」を提供いたします。



7協 同 �011.7

地域資源活用事業、農商工連携事業、新連携事業は、国による法律認定を受けることにより、
補助金、政府系金融機関による融資、信用保証の特例等の支援を受けることができます。
中小機構は、事業計画の作成から認定後の実行まで、総合的にサポートします。

モノ作り基盤技術支援

「中小ものづくり高度化法」に基
づき、 川下製造業のニーズに応
えるため、 川上中小企業者が行
うモノ作り基盤技術力を高める
ための研究開発を支援する法制
度です。
中小機構は、 同法に基づく研究
開発計画の認定や研究開発に対
する助成制度に取り組む中小企
業者をサポートします。

そのほか、以下のとおり、創業・新事業展開や経営革新に必要な人材育成、事業展開のため
のインフラ、工場団地、商店街、中心市街地等の整備・活性化、経営者のみなさまの「安心」
をサポートする共済事業などの活動を行っております。

その他経営支援

○経営相談（無料）
　①窓口相談
　②国際化支援アドバイス
　③メール経営相談
○販路開拓支援
○専門家派遣
　①専門家継続派遣事業
　②戦略的ＣＩＯ育成支援事業
　③経営実務支援事業
○ビジネス機会創出イベント
　①中小企業総合展
　②ベンチャープラザ

○近畿一番星ベンチャークラブ（会員制）
○人材育成支援（中小企業大学校関西校）
○高度化事業、中心市街地活性化支援
○インキュベーション施設、産業用地
○共済制度
　①小規模企業共済
　②経営セーフティ共済

各支援メニューについてのお問い合わせは
中小機構近畿（URL�http://www.smrj.go.jp/kinki)
☎�06-6910-2235（代表）
FAX�06-6910-2239�まで
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中小企業団体情報連絡員5月分報告より
■先行き不安感増す

表紙タイトル「協同」背景色は、京都府印刷（工）が京にゆかりのある名前を
付した12色を創作したうちの「京ゆば色」です。

　京都府中央会では、本会や関係機関等からの施策情報
やイベント情報等について、電子メールにより情報配信
を行っています。組合員企業への情報提供にもご活用頂
ける内容ですので、ぜひご登録下さい！

■配 信 日　　月3回（10日・20日・30日）
　　　　　　　※ 但し、配信日が土・日・祝日の場合は、

原則としてその前日に配信

■登録方法　　 京都府中央会ホームページ「メルマガ配
信サービス」よりご登録下さい。

　　　　　　　URL　http://www.chuokai-kyoto.or.jp/
　　　　　　　※ ホームページの閲覧が困難な場合は、

本会までご連絡下さい。

■お問合せ　　京都府中小企業団体中央会　総務情報課
　　　　　　　☎ 075-314-7131

お知らせ京都府中央会メールマガジン
ＫＣインフォメーション配信登録募集中！ 　本会北部事務所管内の会員組合の皆様を対象に、平成23年度

北部地域組合代表者会議を下記のとおり開催致しますので、多数
のご出席を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
開催日時　　平成23年7月28日（木）
　　　　　　　第1部　組合代表者会議（15：30～16：50）
　　　　　　　　　⑴中央会の平成23年度重点事業について
　　　　　　　　　⑵講　演　テーマ 「紙わざ多才」
　　　　　　　　　　　　　　　　講　師　タマヤ株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　野崎 正和 氏
　　　　　　　第２部　交流懇親会　 （17：00～19：00）

開催場所　　京 綾部ホテル
 （綾部市味方町倉谷13番地　TEL: 0773-40-5100）
　
　参加申込・お問合せ
　　京都府中小企業団体中央会　　北部事務所　五

い そ ず み

十棲・山尾
　　〒624-0945 舞鶴市字喜多1105-1 舞鶴21ビル５階503
　　☎ 0773-76-0759　FAX 0773-76-7930

北部地域組合代表者会議

　　� 　　�
快晴
� DI値�40以上

晴れ
� 20〜40未満

くもり
� 20未満〜△20未満

小雨
� △20〜△40未満

雨
� △40以上

京都経済お天気
業界景況天気図 概　　　　況

全　体
4月 →5月

　　
東日本大震災の影響を受けた商品・原材料等の調達は、一部では回復しつつある。しかしながら、多くの業界では納期の遅れ、原材
料不足や価格高騰、受注の減少、消費低迷と、各業界を取り巻く経営環境は非常に厳しい状況にあり、先行き不安感は増している。

製造業

4月

↓
5月

繊維・同製品
　　

現在でも非常に悪い状況であり、これ以上の悪化はないと思われているが、震災の影響を受け、今後の受注がさらに厳
しい状況になる模様。

出版・印刷
　　 受注量の減少により、廃業される組合員が数社ある。

鉄鋼・金属
　　

自動車関連が引き続き悪い。電機・電子関係では、車載用関連はまだ落ち込んだままだが、逆に、震災の影響による
特需で大幅に受注が増えた企業も多い。

一般機械等
　　

震災の影響で入手が困難な状況にあった部材は、かなり改善されてきている。一定の受注量は確保されているものの、受注残が減少しており将来的な
不安を感じる。大手製造業における海外調達は震災後更に増加することが予測され、中小企業におけるグローバル展開は今後必須案件と思われる。

その他製造業
　　

製茶業界では、神奈川県の足柄茶の生葉から暫定基準値を超える放射性セシウムが検出され、得意先からの要望により、納品する茶については証明書を添付するよう要求さ
れる。プラスチック製品製造業界では、震災直後はサプライチェーン（原材料・部品の調達、供給網）の寸断等の影響を受け操業度は落ち込んだが、次第に持ち直しつつある。

非製造業

4月

↓
5月

卸　　売
　　

機械器具卸売業界では、先行きを見透かせないため、機械設備への投資を控えているお客様が多い。繊維・衣服等卸売業界
では、東日本大震災の影響については、まだ明確に答えは出ていない状況であるが、大きな打撃は避けられないものと考える。

小　　売
　　

自動車小売業界では、新車生産の遅れに伴い中古車の発生が少なくなっており、良質の中古車が高値で取引され車検付軽自動車は高騰している。家電小売業界では、
東日本大震災で「節電」に関する情報が流れ、省エネ商品に大変関心が集まり、エアコンは前月に引き続き好調で高付加価値「省エネ」の高額商品が売れている。

商 店 街
　　

先行き不安感が消費マインドをより冷え込ませているようだ。早い入梅、台風2号の接近、5月の気温上昇が鈍く初夏
の需要が低下した。

サービス
　　

旅館業界では、京都への修学旅行生は、ほぼ予定通りに来ていただいている。個人旅行のお客様は20～30％程度減、外国人のお客様は90％程度減と
なっている。情報サービス業界では、東日本大震災の影響による機材・部品の調達・流通は改善しつつあるものの、数量的には確保できていない。

建　　設
　　

住宅資材の供給は、ほぼ回復してきたようだ。増改築需要の頼みの綱は、耐震改修とエコの住宅改修といわれるが、
京都特有のとりつきの悪さもあり反応が悪い。住宅景気は停滞感が強い。

運輸・倉庫
　　

運送業界では、設備投資関係が一服し、輸送量が停滞している。今月は軽油価格リッター当たり1円90銭～2円50銭ダウンしたが、引き続き、燃料価格が経営を圧迫し
ている。倉庫業界では、保管貨物全体の動きでは、昨年12月から入庫・出庫ともに動きは前年に比べ増加、保管残高についても前年を上回る動きとなってきている。

月刊中小企業連携組織活性化情報　

7/2011　平成23年7月1日発行　通巻775号

●編集・発行●
京都府中小企業団体中央会

京都市右京区西院東中水町17（西大路五条下ル）　京都府中小企業会館4階
☎ 075-314-7131　FAX 075-314-7130

URL http://www.chuokai-kyoto.or.jp　E-Mail web@chuokai-kyoto.or.jp
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暑中お見舞い
　　　申し上げます

 zennaka@mx5.mesh.ne.jp

異業種33社で構成する時代の高度な要求に対応できる技術集団

協同組合日新電機協力会
理事長　安　藤　源　行

〒615-8686　京都市右京区梅津高畝町47番地　日新電機株式会社内
TEL 075-864-8430　FAX 075-864-8564

URL http://www.nissin.or.jp　　  office@ns-net.or.jp
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暑中お見舞い
　　　申し上げます

変革・スピード・行動力

京都府プラスチック協同組合
理事長　宮　本　研　二

〒613-0024　京都府久世郡久御山町森村東236番地
TEL 075-632-5584　FAX 075-632-5585

URL http://www.kyopla.or.jp
 info.kyopla@ares.eonet.ne.jp

京都府電設資材卸業協同組合
理事長　藏　岡　一　彦

〒612-8448　京都市伏見区竹田東小屋ノ内町52番地
TEL 075-602-1899　FAX 075-602-1899

 kyodenzai@marble.ocn.ne.jp

京都美術商協同組合
理事長　三　島　敏　明

〒605-0064　京都市東山区新門前通梅本町263
TEL 075-551-1146　FAX 075-541-5580

京都中央葬祭業
協同組合

理事長　松　井　昭　憲

〒604-8161　京都市中京区鳥丸通六角上ル饅頭屋町608番地
TEL 075-253-0850　FAX 075-253-0860

URL http://www.kyosokyou.jp/
 office@kyosokyou.jp

京都友禅協同組合
理事長　池　田　佳　隆

〒600-8441　京都市下京区新町通四条下ル四条町349番地
TEL 075-351-8916　FAX 075-351-8919

URL http://www.kyo-yuzen.or.jp
 yuzen@kyo-yuzen.or.jp

株式会社商工組合中央金庫京都支店
支店長　芳　原　邦　光

〒600-8421　京都市下京区綾小路通烏丸西入童侍者町159-1
TEL 075-361-1120　FAX 075-342-2188

URL http://www.shokochukin.co.jp

京都錦市場商店街振興組合
理事長　宇　津　克　美

〒604-8054　京都市中京区富小路通四条上る
　　　西大文字町609番地

TEL 075-211-3882　FAX 075-211-1969

協同組合日東協力会
理事長　山　下　信　幸

〒623-0054　京都府綾部市井倉町梅ケ畑20番地
TEL 0773-42-3111　　FAX 0773-42-8426
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京都府製麺卸協同組合
理事長　小　林　宏　史

〒602-8144　京都市上京区竹屋町通日暮東入藁屋町535番地
TEL 075-841-2010　FAX 075-812-7766

URL http://www.kyoto-marugoto.jp/web/seimen
 kyoto-seimen@arion.ocn.ne.jp

ゆかた姿の芸妓・舞妓がおもてなし

上七軒のビアガーデン
7/1（金）～9/5（月）17:30～22:00

上七軒お茶屋協同組合・上七軒歌舞練場
〒602-8381 京都市上京区今出川通七本松西入真盛町742（北野天満宮東側）
ご予約・お問合せ　TEL 075-461-0148　FAX 075-461-0149
URL http://www.maiko3.com　  dango@xvb.biglobe.ne.jp

商店街の活性化で賑わいのあるまちづくりを！

京都府商店街振興組合連合会
理事長　早　瀬　善　男

〒600-8009　京都市下京区四条室町東入　京都産業会館内
TEL 075-221-5915　FAX 075-252-3740　URL http://www.syouren.or.jp

大 和 企 業 組 合
理事長　大　嶋　喜　好

〒600-8216　京都市下京区新町通七条下る東塩小路町727番地
TEL 075-343-5101　FAX 075-361-3921

URL http://www.shinmati.jp/　  info@shinmati.jp

京都府建築工業協同組合
理事長　藤　本　髙　信

〒602-8139　京都市上京区葭屋町通リ下立売下ル
TEL 075-802-1281　FAX 075-812-3625

おいしくて身体にやさしいお弁当

ふくし事業協同組合
理事長　奥　田　省　三

〒620-0062　京都府福知山市和久市町46
TEL 0773-22-5009　　FAX 0773-23-3477
URL http://www.fukushi-kyushoku.or.jp

 kyushoku_fukushi@sirius.ocn.ne.jp

京都税理士法人
代表社員　江　後　良　平

〒601-8328　京都市南区吉祥院九条町30番地1
江藤経営ビル  　

TEL 075-693-6363　FAX 075-693-6565
URL http://www.ego.co.jp

京都府中古自動車
販売商工組合
理事長　藤　井　　　進

〒612-8585　京都市伏見区竹田向代町51番地の5
TEL 075-681-8287　FAX 075-681-1735

 ju.kyoto@celery.ocn.ne.jp



�

暑中お見舞い
　　　申し上げます

舞鶴さかなセンター
協同組合

理事長　藤　元　達　雄
〒624-0946　京都府舞鶴市下福井905番地
TEL 0773-75-6125　FAX 0773-75-9950

URL http://www.toretore.org　  info@toretore.org

明和協同企業組合
代表理事　増　井　俊　三

〒604-0036　京都市中京区二条通り西洞院東入正行寺町672番地
TEL 075-231-3844　FAX 075-211-2957

京都府鍍金工業組合
理事長　上　野　忠　明

〒601-8181　京都市南区上鳥羽堀子町34
TEL 075-661-0923　FAX 075-661-3529

URL http://www.k-mekki.com/
 office@k-mekki.com

京都府繊維染色工業組合
理事長　小　谷　正　夫

〒602-8224　京都市上京区黒門通一条上る弾正町732番地
TEL 075-441-7185　FAX 075-451-0903

URL http://www.some-kyoto.or.jp

京都室内装飾協同組合
理事長　南　　建 次 郎

〒615-0841　京都市右京区西京極火打畑町1-12
TEL 075-315-7800　FAX 075-315-7801

URL http://www.kyo-soushoku.org/
 qq7y76td@cotton.ocn.ne.jp

京都中央市場青果卸売協同組合
理事長　田　中　憲　一

〒600-8847　京都市下京区朱雀分木町市有地
TEL 075-311-6485　FAX 075-311-6407

URL http://kyoto-seikakumiai.com/
 seinaka@fancy.ocn.ne.jp



�

暑中お見舞い
　　　申し上げます

ものづくりに貢献する先端部品加工技術を有する企業集団です

協同組合京都府金属プレス工業会
理事長　阪　口　雄　次

〒613-0905　京都市伏見区淀下津町221番地　株式会社阪口製作所内
TEL 075-633-6110　FAX 075-633-6120

URL http://www.kyoto-stamp.org/
 kyoto_m_s.office@kyoto-stamp.org

京都左官協同組合
理事長　前田　正太郎

〒600-8372　京都市下京区大宮通五条下る東側南門前町484番地
TEL 075-353-7335　FAX 075-353-7290

URL http://kyotosakan.com
 info@kyotosakan.com

京都野菜卸売協同組合
理事長　寺　西　保　男

〒600-8847　京都市下京区朱雀分木町市有地
TEL 075-311-6533　FAX 075-311-6535

京都木材協同組合
理事長　乾　　康 之 助

〒604-8414　京都市中京区西ノ京小倉町１番地
TEL 075-811-0147　FAX 075-822-3063

 k-mokkyo@wing.ocn.ne.jp

京都府茶協同組合
理事長　小　山　元　治

〒611-0021　京都府宇治市宇治折居25番
TEL 0774-23-7711　FAX 0774-23-7732

URL http://www.kyocha.or.jp/
 kyocha@wao.or.jp

企業組合 一級建築士事務所

 　
代表理事　石　上　圭　介

〒600-8119　京都市下京区河原町通五条下る本塩竈町583-4-2
　KAWARAMACHI PLACE 201

TEL 075-708-2935　FAX 075-708-2965
URL http://www.hito-machi.jp/　  hitomachi@hito-machi.jp

京都府印刷工業組合
理事長　瀧　本　正　明

〒615-0064　京都市右京区西院久田町1番地

TEL 075-312-0020　FAX 075-314-8692

URL http://www.kyoinko.jp
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暑中お見舞い
　　　申し上げます

業務から生活全般までお役に立ちます

京都府柔道整復師協同組合
理事長　関　　　弘　美

〒605-0878　京都市東山区大和大路五条下ル東入芳野町79番地の2
TEL 075-541-5937　FAX 075-541-5938

URL http://www.miyako.or.jp　  k-miyako@mbox.kyoto-inet.or.jp

工業炉の設計製作賜ります
○ 従来機から省エネ化　→　燃料費削減

○ 燃焼効率の改善　　→　燃焼空気予熱など改善

○ 炉外壁温度降下　→　炉壁温度低下で周囲環境改善

○ CO2削減　　　 →　CO2低減に改善

● 仕様打合わせで御社仕様の満足度100％に総力で努力

● 省エネ40％の場合250KWHで120,000kg－CO2/年に削減

　 この焼成炉は、燃料省エネが約3,000,000円/年以上

株式会社　成田製作所
　〒613-0035　京都府久世郡久御山町下津屋富城91
　　TEL 0774-43-5811　　FAX 0774-44-1103

京都府生活衛生同業組合協議会
会長　山　岡　景一郎

〒606-8221　京都市左京区田中西樋ノ口町90番地
TEL 075-722-2051　FAX 075-711-6123

京都府遊技業協同組合
理事長　白　川　鐘　一

〒606-8431　京都市左京区鹿ケ谷下宮ノ前町4番地
TEL 075-751-6711　FAX 075-752-0220

URL http://www.kyoyukyo.jp

ヤサカグループ無線事業協同組合
代表理事　粂　田　昌　宏

〒600-8802　京都市下京区中堂寺櫛笥町1
TEL 075-842-1215　FAX 075-821-1522

URL http://www.yasaka.jp
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東和冷協同組合
代表理事　藤　澤　鍾　一

〒625-0036　京都府舞鶴市字浜47番地の10
TEL 0773-64-2136　FAX 0773-64-2136

京都ポーター急配協同組合
代表理事　山　本　正　隆

〒612-8452　京都市伏見区中島堀端町89
TEL 075-622-0230㈹　FAX 075-622-0481

「頑張ろう、日本！」シール（義援金付）発売中

京都シール印刷工業協同組合
理事長　藤　木　俊　夫

〒601-8342　京都市南区吉祥院東前田町36
TEL 075-691-7521　FAX 075-691-7523

河原町商店街
振興組合

理事長　宇治田　脩　盂

〒604-8032　京都市中京区河原町通六角下ル山崎町258
TEL 075-221-6418　FAX 075-221-6459

URL http://www.kyoto-kawaramachi.or.jp
 office@kyoto-kawaramachi.or.jp

有限会社　京都ビジネスリンケージ
取締役　渡　邉　隆　夫

〒615-0042　京都市右京区西院東中水町17　京都府中小企業会館4階
TEL 075-325-4386　FAX 075-325-4386

 URL http://www.kyoto-marugoto.jp/hp/
businesslinkage/index.html

安心で安全な屋根をお届けします。

京都府瓦工事協同組合
理事長　松　田　　等

〒601-8448　京都市南区西九条豊田町12番地
TEL 075-691-5511　FAX 075-691-6002
URL http://www7.ocn.ne.jp/~kawara.k/

 kawara.k@circus.ocn.ne.jp

丹後織物工業組合
理事長　渡　邉　正　義

〒629-2502　京都府京丹後市大宮町河辺3188
TEL 0772-68-5211　FAX 0772-68-5300

URL http://www.tanko.or.jp/
 tanko@tanko.or.jp

京都紙工協同組合
理事長　大　野　　巖

〒600-8844　京都市下京区朱雀裏畑町3番地の2
TEL 075-325-1508　FAX 075-325-1510

京都府味噌工業協同組合
理事長　本　田　　茂

〒602-0904　京都市上京区室町通一条上ル小島町558番地
TEL 075-441-5807　FAX 075-431-4110



ご存知ですか？きょうとまるごとネット （生活編）
活用しなきゃソン！　組合・企業の情報発信にぜひお役立て下さい！

　京都府中央会が運営する「きょうとまるごとネット（生活編）」
は、本会会員組合及び組合員企業等から情報を集め、京都府内を
中心にインターネット上で、組合や企業の取扱商品やサービス、
イベント等の情報を広くＰＲすることで、会員組合及び組合員企
業間の相互利用の推進とＩＴ利活用の全体的な底上げを行い、企
業間連携の促進や、地域の消費者がサイトを訪れ、新たな地産地
消ビジネスを開拓するポータルサイトを目指しています。
　きょうとまるごとネット（生活編）では、インターネットチラ
シやイベント情報等を掲載し、消費者向けサイトとして活用して
頂けます。

特に消費者の注目の高いコーナーの活用法をご紹介します！

活用法その 1　　イベント情報掲載で集客アップ
　子供からお年寄りまで幅広くインターネットを利用されている現在、会員組合等で
催されるイベント情報を掲載することで、より多くの方の集客が可能になります。
　また、ガイドブックには載っていないイベント情報やあまり知られていなかった情
報が会員団体から多数寄せられていることから、消費者の注目は高まっています。

活用法その 2　　インターネットでエコ広告
　セール情報や商品紹介等のチラシを新聞折込やダイレクトメールで配布するには、
大変費用がかさみます。そんな悩みを解決するのが、このインターネットチラシ！
　紙もインクも必要なくコストを最小限に抑えることができ、しかも地球環境に優
しいエコロジーな広告です。

活用法その 3　　プレゼントコーナー活用で認知度アップ
　消費者の注目度は高く、プレゼントキャンペーンを活用することで、商品やサー
ビスの社会的認知度のアップが期待できます。

他にも豊富なメニューを用意し、会員組合及び組合員企業等と消費者を結びます。

簡易ホームページサービス
を利用された事例コーナー

京都の商店街を地図で確認
できるコーナー

手軽に作れて美味しい京都風の
献立情報を掲載するコーナー

きょうとまるごとネットに関するお問合せは、以下までお願いします。
京都府中小企業団体中央会　総務情報課　　　☎ 075 － 314 － 7131

（掲載無料）

htp://www.kyoto-marugoto.jp
きょうとまるごとネット 検索

皆様からの情報をお寄せ頂くことで、サイトはますます充実します！
サイトが充実することで、多くの消費者から注目されます！　ぜひご活用を！

（掲載無料）

（掲載無料）




